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研 究

ICTを⽤いた教育システム、遠隔服薬⽀援ネットワー
ク、アラートシステムを活⽤し、総合診療医/
プライマリケア医のためのHIV患者診療体制を構築

順天堂⼤学医学部総合診療科講座の内藤俊夫教授らは、約3万⼈のレ
セプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）を⽤いてHIV感染症
の併存疾患や関連医療費の実態把握を⾏い、HIV診療体制整備のため
の研究をしている。抗HIV薬の⽬覚ましい発展によりHIV感染者の平
均余命が改善され、HIV感染者の⾼齢化が⽣じ、加齢による併存症も
認められ、予後に多⼤な影響を及ぼしている。⾼齢化するHIV感染者
の診療において⻑期の⽣活習慣病管理、合併症やそのための在宅医
療・介護、透析治療は、HIV専任医のみではなく総合診療医/プライ
マリケア医を含めた診療体制の整備が必要である。内藤らがICTを⽤
いた教育システムや患者医療間の遠隔服薬⽀援ネットワークを構築し
たことにより、HIV診療を総合診療医/プライマリケア医の下で実施
できるようになり、対⾯診察では得られなかった服薬アドヒアランス
の向上が得られるようになった。今後はアラートシステムの活⽤によ
り、より的確な診療体制の構築を⽬指している。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

担当教授 内藤 俊夫

担当教授写真

2020年9月1日現在

■1. ICTを⽤いたHIV感染症診療の提供体制の改善のための研究
■2. 新型コロナウイルス（COVID-19）の診断と治療に関する研究
■3. ベトナム⼈糖尿病患者の⾎糖コントロールとヘルスリテラシーの関連
■4. 肺炎球菌ワクチンの有効性に関するデータベース研究
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HIV感染者の慢性合併症

HIV感染者ではHIV非感染者に比べ、
慢性合併症を有する患者の割合が高
い（67.3％ vs 34.9％）。このため、総
合的な診療が大切である。
（1,700万人のデータベース研究、JIC, 
2019）
現在、ナショナルデータベースを用い
てさらに大規模な慢性合併症管理と
早期発見のための研究を実施中。

早期発見のための電子カルテ
アラートシステム（肝炎や帯状疱疹
があるとHIVを検査するよう警告）。
さらにはAI問診を用いて、症状から
HIV感染症を予測する方法を検討。

アプリによる服薬管理
と医療相談

オンライン症例検討
アプリ（多施設連携）
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Research

Development of HIV infected-patientsʼ care 
system for general physicians/primary care 
physicians, utilizing an ICT-based education 
system, a remote medication support network, 
and an alert system.
The life expectancy of HIV-infected patients has improved with 
the rapid development of anti-HIV drugs. Consequently, the 
aging of them and their comorbidities subsequent to aging have 
a significant impact on their prognosis.
It is necessary to establish a medical system that includes 
general physician/primary care physicians in addition to HIV 
specialists for the long-term management of their patients. 
Naito et al. has established an ICT-based education system and 
remote medication support network, which are enable general 
physician/primary care physicians to conduct HIV treatment 
and improved medication adherence, which was not possible 
with face-to-face consultations.
We aim to build a more precise medical system by utilizing the 
alert system.

Main Research Subjects

Research HighlightsStaff

Chief 
Professor Toshio Naito

担当教授写真

As of Sep. 1st, 2020

■ Improvement for the delivery system of HIV infection treatment 
using ICT (Information and Communication Technology)
■ Diagnosis and treatment of COVID-19
■ Association between glycemic control and health literacy in patients 
with diabetes in Vietnam
■ Efficacy of the pneumococcal vaccine using database

Patients with HIV infection have 
more chronic complications 
compared to those without 
(67.3% vs. 34.9%). Therefore, 
comprehensive medical care is 
important.
(Database study of 17 million 
people, JIC, 2019)
Currently, we are conducting 
research for chronic 
complication management and 
early detection of HIV infection 
using the national database.

An electronic medical record 
alert system for early 
detection of HIV infection 
(warning to test for HIV if 
hepatitis or shingles are
present).

Medication 
management and 
consultation using 
App.

Online case study 
conference using 
App.
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Complication in HIV-infected patients 
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⼀, ⽻⿃ 裕, 松橋 ⽂昭, ⼭川 智之, 森⽯ みさき, 透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提⾔作成委員会. 透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての
提⾔. ⽇本透析医学会雑誌 (1340-3451),2020年4⽉;53巻4号: Page173-217

和⽂総説 3 坪内暁⼦, 内藤俊夫, 佐藤健, 佐々⽊宏之, 今村⽂彦, 仲⽥悦教, 范家堃, 奈良武司福祉の現場から 国際都市新宿区の成城学校避難所地域住⺠にむけた新型肺炎COVID-
19予防策（続報）,地域ケアリング,2020年5⽉︔22(6)︓72-75

和⽂総説 4 坪内暁⼦,内藤俊夫,佐藤 健,佐々⽊ 宏之,今村 ⽂彦,仲⽥ 悦教,范 家坤,奈良 武司,福祉の現場から 国際都市新宿区の成城学校避難所地域住⺠にむけた新型肺炎COVID-
19予防策,地域ケアリング;22(4);68-73 2020.03.12

和⽂総説 5

坪内暁⼦, 内藤俊夫, ⼟屋陽⼦, 佐藤健, 佐々⽊宏之, 仲⽥悦教, 栗原卯⽥⼦, 村岡信⼆, ⼟屋勝, ⾥吉邦⼦, ⾦⼦政⺒, ⽮野勝之, 向⼭晴⼦, 有賀平, 沖⼭雅彦, 柳澤吉
則, Fan Chia-Kwung
, 佐伯潤, ⼤槻公⼀, 今村⽂彦, 丸井英⼆, 奈良武司,少⼦⾼齢化時代の都市型災害対策︔Health・Coexistence・Well-beingを意識した社会基盤システムの検,⽣存科
学;30(2):107-121 2020年3⽉

区分 番号 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等 国際共同

和⽂著書 1 富野　康⽇⼰，診察基本⼿技マニュアル第2版，医⻭薬出版株式会社，2020年;146-155

和⽂著書 2 ⼩森⼤輝, ⾼橋宏瑞, 「ベトナムから来⽇した若年男性, 近医で半年以上診断がつかなかったその原因は? ◆両⾜の裏がズキズキ痛い」,診断と治療 2020;108(5): 611-613,

和⽂著書 3 ⼩森 ⼤輝, ⼭⽥徹, 「失敗しない腰椎穿刺︓正しい体位を維持し，針が常に正中を通ることを⼼掛ける」,2020; Hospitalist Vol.8 No.3

和⽂著書 4 Nicola Cooper, John Frain (編集). 坂本 壮 , 髙橋 宏瑞 , ⼩森 ⼤輝.(翻訳). 「ABC　of　臨床コミュニケーション〜医療をスムーズにする“伝える/聞き取る”技術」. ⽺⼟社.
2020年04⽉10⽇発⾏

和⽂著書 5 森博威, ⻘⽊のぞみ, 渡邊祐, ⼊⼭⼤希, 齋⽥瑞恵, 内藤俊夫, COVID-19に伴うメンタルヘルスの諸問題, 臨床精神医学49巻９号, 株式会社アークメディア, 2020年

和⽂著書 6 宮上泰樹,病院総合医Presents 実践使える論⽂My TOP 5,　プライマリ・ケア　⽇本プライマリ・ケア連合学会誌,2020;夏号　Vol.5 No.3

和⽂著書 7 宮上泰樹,キーワードはチーズ︕︖悪夢的カムバックとなった発熱・多関節炎の1例,診断と治療,診断と治療社,2020年5⽉号



和⽂著書 8 宮上泰樹,内藤俊夫,診断困難な痛みに向き合うケーススタディ:明⽇からできる痛みへのアプローチその倦怠感単なる疲れじゃないですよ,総合診療,2020;Vol.30 No.7
問診であぶりだす隠れた慢性感染症

和⽂著書 9 宮上泰樹,　あなたも「愛されメンティー」になろう,⽇経メディカルオンライン,2020年7⽉15⽇

和⽂著書 10 森博威,⼊⼭⼤希,⻘⽊のぞみ,渡邊祐,齋⽥瑞恵,内藤俊夫,臨床精神医学（COVID-19とは）,株式会社アークメディア,2020年;1493-1498

和⽂著書 11 斎⽥瑞恵,病気の事典,⻄⽥書店,2020;総説

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 ⼟屋⼩百合,滝川久美⼦,荒川ひろみ,⼤橋久美⼦,乾啓洋,⼩栗豊⼦, 当院で過去15年間に経験されたリステリア症について.,第31回⽇本臨床微⽣物学会総会・学術集会, ⾦沢,
2020年2⽉1⽇

国内学会発表 2 仲⻄雄⼤,増⼭勝俊,福井早⽮⼈,乾啓洋,内藤俊夫, 慢性下痢症及び低K⾎症の精査の中でMunchausen症候群の診断となった⼀例, 第20回 ⽇本病院総合診療医学会学術
総会 , 福岡,  2020年2⽉21⽇

国内学会発表 3 福井早⽮⼈,乾啓洋,仲⻄雄⼤,内藤俊夫, 関節痛を主訴にした総合診療科⼊院患者の検討,  第20回 ⽇本病院総合診療医学会学術総会 , 福岡,  2020年2⽉22⽇

国内学会発表 4 幅　雄⼀郎,前⽥萌⾹,⽮野峻伍,秋⽉ 光,内藤俊夫　,飲酒により⾷道破裂を来した2例, 第20回⽇本病院総合診療医学会学術集会 ,福岡県, 2020年2⽉22⽇

国内学会発表 5 ⼩堀祐太朗,⾼橋雄⼀,⼩倉直也,中村⽂⼦,佐藤尚武,宮上泰樹,⾦井美紀,梁広⽯,Actinotignum schaalii による⾎流感染の2症例,第20回⽇本病院総合診療医学会,ヒルト
ン福岡シーホーク,2020年2⽉21⽇-22⽇

国内学会発表 6 内藤俊夫,HIV感染の現況とその対策・臨床の視点から,第３２５回ICD講習会,ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 7 ⻘⽊のぞみ,宮上泰樹,⾼橋雄⼀,松平蘭,内藤俊夫,⻭⾁腫脹、左眼瞼腫脹を主訴に来院し診断に難渋した１例,第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会,ヒルトン福岡シーホー
ク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 8 中⼭樹,⾼橋雄⼀,宮上泰樹,⾦井美紀,梁広⽯,内藤俊夫,⻑期内服中であったDPP-4阻害薬により惹起されたRS3PE症候群の⼀例,第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会,
ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 9 福島真⼀,藤林和俊,⾦澤晶雄,髙橋宏瑞,岩渕志桜⾥,⼭下梨絵,内藤俊夫,総合診療医へのHIV感染症知識の普及におけるオンラインレクチャーの効果の研究（中間報告）,第20
回⽇本病院総合診療医学会学術総会,ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 10 遠藤⾹菜⼦,福島真⼀,⽥形愛美,福井由希⼦,鈴⽊⿇⾐,内藤俊夫,電⼦カルテアラートシステムによるHIV感染者早期発⾒の取り組み,第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会,
ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 11 斎⽥瑞恵,横川博英,福⽥洋,宮上泰樹,⾼橋雄⼀,久岡久彦,内藤俊夫,⽇本⼈の健康診断参加者の⾎清亜鉛濃度と亜鉛⽋乏または潜在的亜鉛⽋乏の特徴,第20回⽇本病院総
合診療医学会学術総会,ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 12 有川茉莉,後藤研⼈,⾼橋宏瑞,森博威,内藤俊夫,TAFRO症候群を疑った、診断に難渋した１例,第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会,ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉
22⽇



国内学会発表 13 ⽮野峻伍,宮上泰樹,⾼橋雄⼀,内藤俊夫,患者が医師であることで⽣じた診断遅延の⼀例,第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会,ヒルトン福岡シーホーク,2020年2⽉22⽇

国内学会発表 14 ⼊⼭⼤希, 阿部 智⼀, ⻑⾕川 隆⼀, 内藤 俊夫, 敗⾎症性⼼筋症に起因するisorhythmic atrioventricular dissociationによって遷延性のショックを呈した1例, 第47回⽇本集
中治療医学会学術集会, オンライン開催, 2020年3⽉6⽇

国内学会発表 15 ⾼⽥　有沙，後藤　研⼈，巨⼤単純性肝嚢胞から呼吸困難症状をきたした⼀例，⽇本⽼年医学会関東甲信越地⽅会，⽇本医科⼤学千駄⽊校舎，2020年3⽉7⽇

国内学会発表 16 後藤　研⼈，半年にわたる不明熱・腰痛の⼀例，⽇本⽼年医学会関東甲信越地⽅会，⽇本医科⼤学千駄⽊校舎，2020年3⽉7⽇

国内学会発表 17 ⼩森⼤輝, 阿部智⼀, Gautam A. Deshpande, ⻘⽊誠, 斎藤⼤蔵, 内藤俊夫, ⽇本外傷データバンクを⽤いた⼩児外傷患者における24時間以内の輸⾎予測スコアの開発とその
有⽤性の検討, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, オンライン (名古屋),2020年3⽉6⽇

国内学会発表 18 内藤俊夫,病院総合診療専⾨医と感染症診療-COVID-19やHIV感染症診療の経験から」サブスぺ専⾨医養成講座（感染症・病院総合医）,第11回⽇本プライマリ・ケア連合学会
学術⼤会,WEB開催,2020年7⽉23⽇〜8⽉31⽇

国内学会発表 19 濱⽥ 千江⼦, 腹膜透析患者における腹腔鏡所⾒と病理所⾒の関連性についての検討,第63回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 2020年8⽉19⽇〜21⽇

国内学会発表 20 ⻘⽊ のぞみ, ⾼橋 雄⼀, ⼭本 祐資, 福井由希⼦, 城⼾ 秀倫, ⼩森 ⼤輝, 笹⼭ 貴⼦, 内藤俊夫,カポジ⾁腫関連炎症性サイトカイン症候群を併発したAIDS関連カポジ⾁腫の1例
第662回⽇本内科学会関東地⽅会, ステーションコンファレンス東京,  2020年9⽉13⽇

国内学会発表 21 後藤 研⼈, 横川 博英, 斎⽥ 瑞恵, 濱⽥ 千江⼦, 福⽥ 洋, 内藤 俊夫,⼈間ドックデータを⽤いた⽪下脂肪⾯積と⾼⾎圧の関連性の検討,⽇本内科学会関東地⽅会 662回,ステー
ションコンファレンス東京, 2020年9⽉13⽇(⽇) 11時〜17時34分

国内学会発表 22 松⼭秀⼆郎,原発性胆汁性胆管炎の治療中に⽩⾎病を発症した⼀例,⽇本消化器病学会関東⽀部第３６１回例会,2020年9⽉12⽇

国内学会発表 23 座⻑　宮上泰樹,明⽇から使える診断エラー論⽂ year in review ＆あなたもきっと出来る論⽂作成
第21回⽇本病院総合診療医学会　ワークショップ　オンライン開催　,埼⽟,2020年9⽉

国内学会発表 24 ⾼⽥有紗,増⼭勝俊,宮上泰樹,⾦井美紀,梁広⽯,内藤俊夫,急性腎盂腎炎とアンカリングした梨状筋膿瘍の⼀例
第21回⽇本病院総合診療医学会　学会発表　オンライン開催,埼⽟,2020年9⽉

国内学会発表 25 ⽮野峻伍,仲⻄雄⼤,福井早⽮⼈,乾啓洋,内藤俊夫, HIV感染症に肺カポジ⾁腫を併発した⼀例, 第21回 ⽇本病院総合診療医学会学術総会,埼⽟,2020年9⽉27⽇

国内学会発表 26 加納永将,⼭本祐資,⼩森⼤輝,笹⼭貴⼦,種井実佳,内藤俊夫,薬剤熱と鑑別を要した腎盂腎炎の１例,第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会,2020年9⽉26⽇・27⽇

国内学会発表 27 ⼭本祐資,⼩森⼤輝,種井実佳,笹⼭貴⼦,内藤俊夫,後頭部痛で受診し化膿性脊椎炎の診断に苦慮した⼀例,第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会,2020年9⽉26⽇・27
⽇

国内学会発表 28 ⻑岩優貴,張耀明,⼩川まゆ,後藤研⼈,鈴⽊⿇⾐,内藤俊夫,離島における⽪膚診療の改⾰,第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会,2020年9⽉26⽇・27⽇

国内学会発表 29 幅雄⼀郎,常⾒亜佐⼦,橋⼝尚幸,内藤俊夫,⼼不全と希死念慮を呈した甲状腺中毒症,第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会,2020年9⽉26⽇・27⽇



国内学会発表 30 久代聖⼦,急性胆嚢炎に続発した広範な⾨脈⾎栓症の⼀例,第663回　⽇本内科学会関東地⽅会, 東京, 2020年10⽉17⽇

国内学会発表 31 出居 真由美, 阿部 雅明, 濱⽥ 千江⼦, ⼀⾊ 美和, 三宅 ⼀徳, ⽥部 陽⼦, 中⽥ 純⼀郎, 鈴⽊ 祐介, 樋野 興夫, 三井⽥ 孝. 腹膜透析患者における腹膜透析排液中の
ERC/mesothelinの経時的変化. 第60回⽇本臨床化学学会年次学術集会, ソラシティカンファレンスセンター（東京都千代⽥区）, 2020年10⽉30⽇〜11⽉1⽇

国内学会発表 32 福井早⽮⼈,乾啓洋,⼩林⼤輝,内藤俊夫,COVID-19　PCR検査の陽性予想因⼦の検討,第90回⽇本感染症学会⻄⽇本地⽅会学術集会　アクロス福岡、2020年11⽉5⽇〜7
⽇

国内学会発表 33 ⼊⼭⼤希,福島真⼀,⾼橋宏瑞,斎⽥瑞恵,横幕能⾏,塚⽥訓久,内藤俊夫,総合診療医に向けたHIV感染症に関するオンラインレクチャーの効果,第34回⽇本エイズ学会学術集会・総
会,2020年11⽉27⽇〜29⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 森 博威,　講演「新型コロナウイルス感染症」現状と今後の展望, 第102回 東京オープンセミナー ,2020年6⽉29⽇

特別講演・
招待講演 2 乾　啓洋, 「COVID19感染症の現状－これからを考える－」　第66回順天堂スポーツ医学研究会, Web, 2020年9⽉19⽇

特別講演・
招待講演 3 濱⽥千江⼦,講演「新型コロナウイルスの基礎知識と病院へのかかり⽅」,三島市⺠公開講座,2020年10⽉2⽇

特別講演・
招待講演 4 ⽊⽥⼀成,順天堂越⾕病院院内感染対策講演会,耐性菌への注意について,越⾕市,順天堂越⾕病院,2020年1⽉29⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 ⼩森⼤輝, アプサラハート賞受賞, ⽇本病院総合医学会, 2020年

その他
（広報活動を含む）

2 福井早⽮⼈, 乾　啓洋, COVID-19の影が招く診断エラーとは, ⽇経メディカル（ウェブサイト）, 2020年5⽉28⽇

その他
（広報活動を含む）

3 森　博威, 内藤　俊夫, 医療従事者向け新型コロナウイルス対応ガイド,東京労働保険医療協会,2020年11⽉

その他
（広報活動を含む）

4 森　博威,出演,海外からの発熱患者の診療,感染症Today　ラジオNikkei ,2020年6⽉15⽇

その他
（広報活動を含む）

5 久岡　英彦,執筆,健康だより（ロコモティブシンドローム）,旭海運社内誌　あさひ,2020年1⽉号

その他
（広報活動を含む）

6 久岡　英彦,執筆,健康だより（⾻粗鬆症・サルコペニア・ロコモティブシンドロームの⾷事のポイント）,旭海運社内誌　あさひ,2020年4⽉号

その他
（広報活動を含む）

7 久岡　英彦,執筆,健康だより（ストレス）,旭海運社内誌　あさひ,2020年7⽉号

その他
（広報活動を含む）

8 久岡　英彦,執筆,健康だより（記憶⼒について）,旭海運社内誌　あさひ,2020年10⽉号

その他
（広報活動を含む）

9 久岡　英彦,執筆（医療保険制度と⽀払い基⾦をより発展させていくという信念をもって）,⽉刊基⾦,2020年1⽉号



その他
（広報活動を含む）

10 内藤俊夫,取材,⽇本医事新報『まとめてみました』蘭　Web医事新報gooニュース/dmenuニュース,2020年11⽉21⽇号

その他
（広報活動を含む）

11 内藤俊夫,執筆,全普⾼会誌第69号,2020年6⽉20⽇

その他
（広報活動を含む）

12 内藤俊夫,執筆,総合診療Vol30.No7,2020年7⽉15⽇
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